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　ごあいさつ

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

１ ． 環境に関連する法規制及び業界基準・自主規制を順守し、環境保全に努めます。

２ ． 環境マネジメントの維持・改善を継続し、自主的に環境汚染の防止に努めます。

３ ． 「省エネルギー」「排出物削減・リサイクル」など、環境保全に取り組みます。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 溶剤など適正管理に努めます。

６ ． 環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

７ ． 全社的な環境保全活動のため、具体的目標を設定し、実施計画に基づいて活動します。

８ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

環境経営

　当社は、あらゆる事業活動において地球環境の維持・向上に努め社会に貢献します。
  当社は、技術社員を育て、品質のさらなる向上を行っております。また、持続可能社会
(地球温暖化問題)への取り組みや地域の環境保全活動に自主的・積極的に取り組みます。
　お客様に喜んでいただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供するこ
とが当社の一番の環境対策と考えて、社員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまい
ります。

代表取締役

制定日： 2022年11月1日

　

私たちは専門的に、そして創造的に行動します。
品質維持、製造リードタイムの短縮、生産原価の低減を基本理念として、最高のご満足と安心を提供
します。
丁寧で確実な仕事が、各種産業分野における多くの活躍を支えています。
速く、安く、高品質なモノづくりを追求して、お客様に最高のご満足と安心を提供します。
フロントパネルのスペシャリスト・・・それがPSP
すべては「新しい価値」を生み出すために。

 岩田 育茂

地域環境保全と加工プラス自社商品も手がける企業を目指しています
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（１） 名称及び代表者名
株式会社ピーエスピー
代表取締役　岩田　育茂

（２） 所在地
本　　　    社 大阪府東大阪市若江南町三丁目８番３５号
横浜営業所 神奈川県横浜市港北区新横浜三丁目２０番１２号　新横浜望星ビル８F

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 製造部長 兼 ISO管理責任者 岸川 幸司 TEL：０６－６７２５－０１３７
担当者 総務部 新家美保 TEL：０６－６７２５－０１３７

（４） 事業内容
フロントパネル製作、切削加工、システム開発(エネルギー及び設備マネジメントなど)

（５） 事業の規模
売上高 千円

従業員　　　　　 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 株式会社ピーエスピー
対象事業所： 本　　　    社

横浜営業所

0

活動： フロントパネル製作、切削加工、システム開発(エネルギー及び設備マネジメントなど)

□事業・製品の紹介

組織の

900,669
合計
51名

700.9 79.05

横浜営業所本　　　    社

780㎡
44 7

主な事業の紹介 金属加工業、ソフト開発

商品の紹介 パネル加工、切削加工

サービスの紹介 各種パネル（VMEbus、コンパクトPCI、他）、ラック、その他機構部品製造、

                                     FA関連ソフト開発、他 

各種フロントパネル

５軸マシニングでの加工品サブラック

切削加工品
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

.

環境経営組織及び役割・責任・権限
2023年4月27日

ISO推進室

CSR推進室

代表取締役 岩田 育茂

環境委員会

ISO管理責任者

総務部 営業部 生産

管理部

製造部 システム

開発部

横浜

営業所

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境活動実績の確認・評価

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

業務部
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単位
kg-CO2

ｋｇ
ｋｇ
㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh

〇
〇

〇
〇

✕
〇

✕
✕

〇
〇

〇
✕

〇
〇

98% 86%

312 310 290
活動期間 155

177,060171,572 178,924
活動期間 81,953 80,314

2022年7月 リコージャパン(株) 調整後排出ガス係数

18,820

1,618

0.7

6,608 7,407

96%

1,296

154
90%

9,258

課題を解決しチャンスを活
かす取組

行動目標（次項による）

2023年

86% 96%

2024年
（目標）

84,635kg-CO2 89,089 87,307

（基準値)

96%

活動期間

95%

85,526

　　　　     　　　                　 　年　度
　　項　目

38,391 33,502

70,089
基準年度比

39,174

2021年 2022年
（目標）

環境経営目標及びその実績

評
価 （目標）

95%

6,608

108,693 101,947

0

2022年

0

9,258

主な環境負荷の実績

水使用量 0 315 310
　産業廃棄物排出量

0 1,798 1,954

0.478 0.478

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量

活動期間

2020年項　目

二酸化炭素総排出量

2021年

82,011

（実績）

基準年度比 98%

kWh 186,379 182,651電力による二酸化炭素削
減

6,481

71%
4,987

1,954 1,672

9,073

104,542

0.8

773 734 1,011

103,455

4,887
98%

19,604

90%

97%

85%

一般廃棄物の削減
kg 1,798 1,708

基準年度比 95%
活動期間

93%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 108,693

自動車燃料による二酸化
炭素削減

基準年度比

9,510
kg-CO2 19,01619,212 19,935

kg

106,519
98%

9,320

1,724

8,279

101,947
87%

131%

活動期間

92% 90%

153

95%

1,440 1,368 1,221

水道水の削減 ㎥ 315

基準年度比

基準年度比

1,325
591 561 475

99% 92%

284

行動目標（次項による）

99%

基準年度比

活動期間

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

産業廃棄物の削減

洗浄剤購入量削減 kg
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2021年

2022年 756 693

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月 2月4月 5月

△

744
593 553 763

675 659 797 632 660828

11,264 14,027
18,150 18,607 15,234

12月
16,882

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

17,006

・OA機器の不必要時電源OFF、不必要な照明の消灯

6月 7月 8月

16,401 17,086
11,663
12,260 11,399

17,689
13,080

659 716

14,783

・エコドライブの浸透

2021年度は外での営業活動はほとんど停止状態で、2022年度になりようやく
活動できてきたので、年度累計では削減はできていません。
しかし、活動期間に限れば目標を達成できることができました。活動期間中
のエコドライブ等の取り組みはできたので、次年度は、さらに推進していきま
す。

11,477 16,534 13,481

597

×

△
・効率的なルートで営業、配送

3月
860

12月
545 689 744 1,024 708

9月 10月 11月

達成状況

数値目標

○

15,247

11月10月9月

○

13,935

〇 4/4年期、電力使用量は基準年及び目標値と比較して抑えられています。
売上高による原単位評価では累計評価が達成できていません。

応接室のエアコン消し忘れが発生、退社チェック時に発見がありました。
電気代が上がっている中、2022年度はエアコン消し忘れが多くみられたので、2023年度はさらに
各自の意識が必要となってきます。
期間中の電力取組みは7月、8月、9月の夏の間は達成できなかったが、残業時間の短縮はでき
たと思います。
次年度はさらに空調機器の不必要時間の電源OFFを進めていきます。

・空調の温度調整管理

×

・働き方見直しによる残業時間の短縮

6月

820 662 668

5月4月 8月7月
16,878 16,467

18,017

・エリア別営業活動の見直し

数値目標 〇

・コンプレッサーのエア洩れ点検

10,384

△

取組結果とその評価、次年度の取組計画

○

2月1月 3月

・生産方法の改善による時間短縮

0

5,000

10,000

15,000

20,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

500

1,000

1,500
ガソリン（L) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

2021年

2022年

産業廃棄物の削減

2021年

2022年

水道水の削減

2021年

2022年

50
0 50

3月

1,116

226

取組結果とその評価、次年度の取組計画

372

150 151 167

57
10月 11月 12月9月

54

取組結果とその評価、次年度の取組計画

11月

172 265

1月

7月

52 0 53
0 48

0 51 0 51

2月
0

181

289 444
12月 1月10月

343

9月

479 340704 317 215
5802,403422 466

3月

月次は目標達成できましたが、累計は達成できませんでした。
累計での目標を達成できるように、次年度は、不具合削減、材料の再
利用に努めます。

2月11月

○

3月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

12月8月

○

146151
9月 10月

月次も累計も達成できませんでした。
未達成の要因は、所有土地の草抜きのゴミが出たためと思われま
す。
累計での目標を達成できるよう、次年度は、私用で持ちこんだゴミ等
は、持ち帰るように徹底致し削減に努めます。

160154 189 122 156

○

2月

1月

5月 6月 7月 8月

達成状況

1,964
550

4月

0

✕

0

0 53

0 0
0

610 331 464 467

170

達成状況

・ミスコピーをしないことによる印刷物の削減 ○
○

123 155 159

・作業ミスによる廃棄量の削減 △

122 128

〇

103 158

×

・分別の徹底
数値目標

4月 5月 7月

・梱包材の再利用

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
0

達成状況

○

113

・持込ごみの見直し

6月

243 577 401 1,765

✕

数値目標

132

数値目標

52
8月
00 54 0

6月
0

活動期間は達成できてませんが、累計では目標達成できました。
次年度も、節水に努めます。

・素材別ボックスの設置
・リサイクル業者の開拓

0

4月 5月

0

20

40

60 水道水（㎥） 2021年 2022年

0

100

200

300

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年

0

1,000

2,000

3,000
産業廃棄物（kg） 2021年 2022年

7



洗浄剤購入量削減

環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

数値目標 〇
取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

○

△

・有害性物質の表示の徹底

・有害性の少ない原材料の使用 ○
・製品・情報の公開

都度、必要時に提案しております。
次年度も、提案を続けていきます。

△
・容器の蓋の徹底

達成できない月もありましたが、累計では達成できました。
加工数の減少があっての目標達成だと思われますが、次年度は加工
数の増加があっても達成したいと思います。

○

・持続可能な原材料の採用

0

○
・作業ミスによる使用量増加の抑制

0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・代替物質の検討

達成状況

○
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＜本社工場＞

＜横浜営業所＞

各事業所の紹介

社内風景

本社工場 外観
5軸CNCマシニングセンタ

 （DMG森精機株式会社製）

DMU50 ・・・・・・・・・・・・・・・ 1台

DMU50：同時5軸仕様  ・・・1台
立形マシニングセンタ

MB-46VAE（オークマ製） ・・・ 1台

立形マシニングセンタNV5000DCG 
（DMG森精機株式会社製）・・・ 1台

立形マシニングセンタNV4000DCG
（DMG森精機株式会社製） ・・・ 4台

高速AI万能CNC ROBODRILL

（ファナック株式会社製）

αT14 ・・・・・・・ 3台

αD14LiB5 ・・・ 1台

マイクロスコープVHX-600

（キーエンス製） ・・・ 1台

油圧式パンチセットプレス SP30Ⅱ

（株式会社アマダ製）･･･ １台

油圧式スイングカットシャー

（株式会社アマダ製）･･･ １台

Dスキャナ非接触三次元測定機

VL-300（キーエンス製）･･･１台

9



法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要請等

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

緊急事態の想定： 車両事故時対応
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

緊急事態の想定： 防災訓練
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

横浜営業所
山家、宮野、小島

入居ビルでの訓練に参加

問題なし

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

緊急事態対応の訓練

期間中外部からの苦情、要請等はありませんでした。

問題なし

問題なし

2022年9月12日 (月) 本社

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

現場作業員

緊急時対応手順の確認

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

顧客要求事項 環境管理、品質管理　
業務用空調機の設置

2022年9月12日 (月) 本社

2022年9月12日 (月) 本社
営業部員、技術部員

緊急時対応手順の確認

問題なし

2022年11月24日 (金)

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出廃棄物処理法
適用される事項（施設・物質・事業活動等）

緊急時対応手順の確認

本社社員

フロン排出抑制法

適用される法規制
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□編集後記

2023年4月27日

代表者による全体の評価と見直し・指示

これまでの環境活動の紹介

本格的に取組を開始した11月以降では、電力削減は全ての月で目標達成、ガソリン使用料、水道水使用
料も達成月は多いが、業績等を考えると努力不足は否めない。一方、一般廃棄物の量が増えているの
は、工場建設予定地の雑草処理が大きな要因と考えられる。全般的に観て、取組への浸透不足と考えら
れる。全社を挙げての取組で有る事、社員全員が参加し個々が意識を以って取組む事が重要で、今後、
意識付けの強化を図り結果を出せる様、努力する。
カーボンニュートラルやSDGｓへの取組が社会的課題となっていることを踏まえ、エコアクション21を活用し
て、これらの課題解決に向けて、全社挙げて推進していく。

今回初めてエコアクション21に取り組みましたが、CO2の把握やカーボン

ニュートラルや持続可能社会に向け取り組んでまいります。

毎月第1、第3金曜日はCSRの日（周辺歩道などの清掃）

梱包材再利用

顧客先への直接納品時や協力会社からの

直接納品時や引取に使用している通い箱
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